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事 業 報 告

(平成24年 1月 1日から
平成24年12月31日まで)

 
Ⅰ 会社の現況に関する事項 
 1. 事業の経過及びその成果 

 当事業年度（平成24年１月１日から平成24年12月31日まで）における我が国経済は、復
興需要による公共投資の増加などもあり、生産・雇用情勢・個人消費が堅調に推移したも
のの、長引く欧州債務問題によるアジア経済の減速に加え、中国や韓国との領有権問題に
端を発する輸出の減速ならびに工場の稼働率低下の影響により、先行き不透明な状況が続
いております。 

このような経済環境の中、当社の主要なマーケットであります製造業の分野では、住宅
メーカー、住宅設備メーカー、新エネルギー関連企業のＩＴ投資が活況でありました。一
方、公共事業の分野では、防災・減災関連やインフラ維持管理テーマへの予算配分が増え
つつあります。 

しかしながら、両分野共に技術革新のスピードに加え、顧客からの納期・価格面での要
望が強く、依然として厳しい経営環境下にあります。 

当事業年度のソリューションサービス事業は、一部の大型案件の受注遅延による稼働率
の低下も見受けられましたが、好調な引き合いを背景に底堅く推移いたしました。また、
エンジニアリングサービス事業も効率的な生産体制の構築によるコスト削減と、防災・減
災関連業務が堅調に推移いたしました。 

これらの結果、当事業年度の売上高は2,112,458千円（前期比0.4％増）、営業利益は
60,888千円（前期比99.1％増）、経常利益は68,019千円（前期比92.3％増）、当期純利益
は64,054千円（前期比125.7％増）となりました。 
 

  事業別の概況は次のとおりであります。 
 ［ソリューションサービス事業］ 

製造業向けソリューションサービスについては、業務の効率化を支援する自社ソリュ
ーションを中心に展開しております。当事業年度の中頃には景気先行きの不透明感から
ＩＴ投資へ慎重な顧客動向の影響を受け、受注決定までに時間を要する傾向も見られま
したが、当事業年度末にかけては受注状況が好転しております。 

住宅向け太陽光パネル見積・積算システムの受注は順調に拡大しており、メガソーラ
ー用システムへの展開も実施しております。また、当事業年度より販売を開始したアフ
ターサービス向けＣＲＭ[※１]（製品名：ＦｉｅｌｄＰｌａｎｎｅｒ）はアフターサー
ビス充実の流れもあり、着実に立ち上がっております。 

今後は、新たなソリューションであるＷｅｂＣＡＤによる営業支援システム及びＰＬ
Ｍ[※２]（製品名：ＡｒａｓＩｎｎｏｖａｔｏｒ）の早期案件獲得に注力し、更なる事
業拡大を目指してまいります。 

また、新たな試みとしてデータマイニング技術を利用した新規分野（ネットパトロー
ル業務の省力化等）への事業展開の検討を開始しております。 

これらの結果、当事業年度の売上高は 1,203,747千円（前期比12.6％増）、オンサイ
ト型業務の受注方針の変更や大型案件の受注遅れに伴い稼働率が低下したこと及び今後
の受注の増加に対応するため採用関係経費を中心に販売費及び一般管理費が増加したこ
とにより、営業利益は171,035千円（前期比15.2％減）となりました。 



〆≠●0 
01_9384201302503.doc 
応用技術㈱様 事業報告書 13/03/01 16:40印刷 2/11 

 

― 2 ― 

［エンジニアリングサービス事業］ 
東日本大震災や台風災害の復旧・復興需要に関連する地盤・構造解析及び津波解析業

務や、エネルギー関連施設等の民間向け環境アセスメント業務の受注が順調に推移しま
した。また、市場の拡大が見込まれるインフラアセットマネジメント事業では、下水道
施設等のアセットツール開発や施設長寿命化策定コンサルタント業務が着実に伸張しま
した。 

今後は、防災・環境・アセットマネジメント事業に加え、３次元データによる設計・
施工・維持管理の要請が高まっている土木インフラ分野において、ＣＩＭ[※３]コンサ
ルタント事業として、システム導入支援、３次元モデリング、データコンテンツ販売を
展開してまいります。 

これらの結果、当事業年度の売上高は908,711千円（前期比12.1％減）、生産体制の見
直しと不採算案件の減少により売上原価が減少したこと及び営業組織の変更や管理コス
ト削減を実施したため販売費及び一般管理費が減少したことにより、営業利益は124,853
千円（前期比90.8％増）となりました。 

 
※１：ＣＲＭ（カスタマー・リレーションシップ・マネジメント） 

情報システムを応用して企業が顧客と長期的な関係を築く手法のこと。詳細な顧
客データベースを元に商品の売買から保守サービス、問い合わせやクレームへの対
応など、個々の顧客とのすべてのやり取りを一貫して管理することにより実現する。 
※２：ＰＬＭ（プロダクト・ライフサイクル・マネジメント） 

製造業において、製品開発期間の短縮、生産工程の効率化、及び顧客の求める製
品の適時市場投入が行えるように、企画・開発から設計、製造・生産、出荷後のサ
ポートやメンテナンス、生産・販売の打ち切りまで、製品にかかわるすべての過程
を包括的に管理すること。 
※３：ＣＩＭ（コンストラクション・インフォメーション・モデリング） 

建設生産システムの基軸を従来の２次元モデルから３次元モデルへ拡張し、デー
タをコンピューター上に構築・共有しながら統合的に調査、計画、設計、解析、施
工、維持管理にいたる一連のワークフローを効率化するシステム。 

 
 2. 設備投資等の状況 

当事業年度中に実施した設備投資の総額は13,339千円であり、主に情報化投資に伴う
ものであります。 
 

 3. 資金調達の状況 
  該当事項はありません。 

 
 4. 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況 

  該当事項はありません。 
 

 5. 他の会社の事業の譲受けの状況 
  該当事項はありません。 
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 6. 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況 
  該当事項はありません。 

 
 7. 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況 

  該当事項はありません。 
 
 8. 対処すべき課題 

現在、当社では、具体的に以下の項目が対処すべき課題であると考えております。 
 
(1) マーケット環境変化への対応 

当社の主要顧客である製造業のグローバル化及びグループ経営戦略の変化に対応 
して、顧客を起点に当社独自のソリューションの提供を目指します。また、長期的 
に縮小傾向にある公共マーケットの中でも有望なテーマを開拓しつつ、既存のソリ 
ューションを民間に展開できるように常にマーケット重視の営業活動を進めてまい 
ります。 

(2) プロジェクト管理を主体としたマネジメントの効率化 
当社の基本的なビジネスモデルは、自社ソリューションやノウハウをベースとし 

た受託開発、受託解析であり、見積りから検収までの個別プロジェクト管理を徹底 
することで収益力の向上を図ってまいります。 

(3) 人材の確保と育成 
事業推進において最も重要な事項は人材の確保・育成であると考えております。 

時間をかけて人材を育成し、当社ビジネスの推進に必要な人材を育成してまいりま 
す。また、風通しの良い企業風土を保ち、適正な人事評価を実施することで、自律 
性とチャレンジ精神に溢れた人材の育成に取り組んでまいります。 

 
株主の皆様におかれましては、今後ともよろしくご指導ご支援を賜りますよう、お願い

申し上げます。 
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 9. 財産及び損益の状況 
(単位：千円) 

 

区     分 
第 27 期 

平成21年12月期
第 28 期 

平成22年12月期
第 29 期 

平成23年12月期 
第 30 期 

平成24年12月期 

売 上 高 2,133,070 2,419,762 2,103,719 2,112,458 

経 常 利 益 ― 80,136 35,369 68,019 

経 常 損 失 239,738 ― ― ― 

当 期 純 利 益 ― 66,439 28,376 64,054 

当 期 純 損 失 93,468 ― ― ― 

１株当たり当期純利益(円) ― 2,326 993 2,243 

１株当たり当期純損失(円) 3,273 ― ― ― 

総 資 産 1,388,065 1,477,751 1,417,204 1,516,771 

純 資 産 988,071 1,054,766 1,083,448 1,147,780 
 

 

 10. 重要な親会社及び子会社の状況 

(1) 親会社との関係 

当社の親会社はトランス・コスモス株式会社であり、同社は当社の株式を17,191株

（議決権比率60.21％）保有しております。 

当社とトランス・コスモス株式会社との間には、技術支援及びシステム開発の取引関

係があります。 

 

(2) 重要な子会社の状況 

該当事項はありません。 
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 11. 主な事業内容 

(1) ソリューションサービス 
 パッケージソフトウェアのカスタマイズ 
① 地理情報システム 
② 住宅設備設計支援システム 
③ ３次元ＣＡＤシステム構築支援 
④ 電子マニュアルシステム 
⑤ 営業支援システム 
⑥ 電力系統運用システム 

 
(2) エンジニアリングサービス 

 環境、防災分野における解析技術及びＧＩＳを使用したサービスの提供 
① 環境調査・解析／シミュレーション（大気、風況、騒音、河川・湖沼・海域水質、

潮流等） 
② 防災土木解析（浸水・氾濫、河床変動、堤防安定、浸透流、地盤・耐震、液状化

対策等） 
③ 大店立地法等対応コンサルタント、環境アセスメント 
④ 環境・防災ＧＩＳ構築、環境・防災シミュレータ開発 
⑤ 環境改善事業コンサルタント（河川・湖沼水質改善等） 

 
 

12. 事業所及び営業所 

本  社 大阪市北区本庄東一丁目１番10号 RISE88 

東京オフィス 東京都文京区小石川五丁目41番10号 

 

13. 従業員の状況 
 

従 業 員 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数 

 154 名  12 名(減) 39 才 10ヶ月 11 年 ０ヶ月 
 
（注）従業員は就業人員であり、臨時雇用者数（9名）は含んでおりません。 

 
14. 主要な借入先 

  該当事項はありません。 
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 15. 剰余金の配当等を取締役会が決定する旨の定款の定めがあるときの権限の行使に関する

方針 

 当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題として認識いたしております。長期

的に安定した配当を維持継続しながら、将来の事業展開と経営体質強化のために必要な

内部留保を確保していくことを基本方針にしております。 

 

 16. その他会社の現況に関する重要な事項 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 会社の株式に関する事項（平成24年12月31日現在） 

 1. 発行可能株式総数 111,000 株 

 2. 発行済株式の総数 28,554 株（自己株式30株を除く） 

 3. 株主数 1,251 名 

 4. 大株主（上位10名） 
 

株     主     名 持株数(株) 持株比率(％) 

ト ラ ン ス ・ コ ス モ ス 株 式 会 社 17,191 60.21 

大  橋  俊 太 郎 564 1.98 

奥 田 昌 孝 560 1.96 

応 用 技 術 社 員 持 株 会 489 1.71 

平 田  裕 444 1.55 

大 阪 中 小 企 業 投 資 育 成 株 式 会 社 400 1.40 

大 浦 明 弘 393 1.38 

楽 天 証 券 株 式 会 社 306 1.07 

矢 野 公 一 261 0.91 

浅 野  勉 220 0.77 

（注）持株比率は、当事業年度の末日における発行済株式（自己株式を除く）の総数に対する

割合であります。 

 

 5. その他株式に関する重要な事項 

該当事項はありません。 

 

Ⅲ 会社の新株予約権等に関する事項 

   該当事項はありません。 
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Ⅳ 会社役員に関する事項 

 1. 取締役及び監査役に関する事項 
 

会社における地位 氏    名 担当及び重要な兼職の状況 

代表取締役社長 前 原 夏 樹 コーポレート推進本部長 

常 務 取 締 役 船 橋 俊 郎 事業企画担当 

取 締 役 岩 越 弘 行 ソリューション本部長 

取 締 役 湯 川 英 一  

取 締 役 瀧  浪  壽 太 郎 トランス・コスモス株式会社 社外取締役 

取 締 役 河 野 洋 一 トランス・コスモス株式会社 常務執行役員 
コールセンターサービス統括ＭＣＭ分析＆コ
ンサルティング部長 

取 締 役 本 田 仁 志 トランス・コスモス株式会社 常務執行役員
ＣＦＯ兼経理財務本部、管理本部、投資管理
部担当兼経営管理本部長

取 締 役 荻 野 正 人 トランス・コスモス株式会社 副理事投資管
理部長 

常 勤 監 査 役 室 田 忠 久  

監 査 役 古 原 広 行 トランス・コスモス株式会社 理事管理本部
長 
ティーシーアイ・ビジネス・サービス株式会
社 代表取締役 

監 査 役 諏 訪 原  敦  彦 トランス・コスモス株式会社 経営管理本部
関係会社経営管理統括部長兼経理財務本部関
係会社経理部長 
株式会社Ｊストリーム 社外監査役 

 
（注）1. 取締役の湯川英一氏は、社外取締役であります。 
   2. 監査役の古原広行氏及び諏訪原敦彦氏は、社外監査役であります。 
   3. 当社は、大阪証券取引所に対し、社外取締役湯川英一氏を独立役員として届け出て

おります。 
   4. 当事業年度中に就任した取締役 

平成 24 年３月 29 日開催の第 29 期定時株主総会終結の時をもって、新たに岩越弘
行氏及び河野洋一氏は取締役に選任され、それぞれ就任いたしました。 

 2. 当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等の総額及び員数 
 

区   分 員数 報酬等の額 

取 締 役  ４名 38,774千円 

監 査 役  １名 4,800千円 

合   計 

（うち社外役員） 

 ５名 

  （１名） 

43,574千円 

（2,400千円） 

（注）1. 取締役の報酬限度額は、平成14年１月28日開催の第18期定時株主総会決議において
年額200,000千円以内(使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。)
と決議いただいております。 

2. 監査役の報酬限度額は、平成14年１月28日開催の第18期定時株主総会決議において
年額100,000千円以内と決議いただいております。 
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 3. 社外役員に関する事項 

(1) 重要な兼職の状況ならびに当該兼職先との関係 

区 分 氏  名 兼 職 先 兼職内容 

社外取締役 湯 川 英 一 兼職はありません。 － 

社外監査役 古 原 広 行 

トランス・コスモス株式会社 理 事 管 理 本 部 長 

ティーシーアイ・ビジネス・サ
ービス株式会社 

代 表 取 締 役 

社外監査役 諏訪原 敦 彦 
トランス・コスモス株式会社 

経営管理本部関係会

社経営管理統括部長

兼経理財務本部関係

会 社 経 理 部 長 

株式会社Ｊストリーム 社 外 監 査 役 

（注）1. トランス・コスモス株式会社は当社の親会社であります。なお、当社とトランス・

コスモス株式会社との間には、技術支援及びシステム開発の受託取引があります。 

   2. ティーシーアイ・ビジネス・サービス株式会社は当社の兄弟会社であります。なお、

当社はティーシーアイ・ビジネス・サービス株式会社に対し、余資運用のため資金

の預け入れを行っております。 

    3.  株式会社Ｊストリームは当社の兄弟会社であります。なお、当社と株式会社Ｊスト

リームとの間には、重要な取引はありません。 
 

 (2) 社外役員の主な活動状況 
 

区  分 氏  名 主  な  活  動  状  況 

社外取締役 湯 川 英 一 
当事業年度開催の取締役会16回の全てに出席し、議案審議等
に必要な発言を適宜行っております。 

社外監査役 古 原 広 行 
当事業年度開催の取締役会16回のうち13回及び監査役会6回
の全てにそれぞれ出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行
っております。 

社外監査役 諏訪原 敦彦 
当事業年度開催の取締役会16回及び監査役会6回のそれぞれ
全てに出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行っておりま
す。 

 
(3) 責任限定契約に関する事項 

当社は、平成18年11月22日開催の臨時株主総会で定款を変更し、社外取締役及び社外

監査役の責任限定契約に関する規定を設けております。 

当該定款に基づき当社が社外取締役及び社外監査役全員と締結した責任限定契約の内

容の概要は、次のとおりであります。 
 

(社外取締役及び社外監査役との責任限定契約） 

当会社は、会社法第427条第1項の規定により、社外取締役及び社外監査役との間に、

任務を怠ったことによる損害賠償責任を限定する契約を締結することができる。但し、

当該契約に基づく責任の限度額は、100万円又は法令が規定する額のいずれか高い額と

する。 
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Ⅴ 会計監査人に関する事項 
 1. 会計監査人の名称 

 新日本有限責任監査法人 
 

 2. 会計監査人の報酬等の額 
  (1) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 
                                   12,000千円 
  (2) 当社が会計監査人に支払うべき金銭その他財産上の利益の合計額 
                                      12,000千円 

(注) 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に

基づく監査の監査報酬の額を区分しておりませんので、その合計額を記載しております。 

 
 3. 責任限定契約に関する事項 
    該当事項はありません。 

 
 4. 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針 
  (1) 解任の決定の方針 
     会社法第340条に定める解任事由に該当すると判断した場合。 
  (2) 不再任の決定の方針 
     会計監査人の監査体制や上記(1)の解任事由等を総合的に判断し決定いたします。 

 
Ⅵ 業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項 

 当社は、取締役会において、会社法第362条第4項に基づく当社の「取締役の職務の執
行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を
確保するために必要なものとして法務省令で定める体制の整備」に関して、次のとおり
決議しております。 

 

1. 取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
(1) コンプライアンス基本方針及びコンプライアンスマニュアル（行動規範）を定め、役

員及び従業員の行動や判断、評価についての基準となるべき原則を示し、全役員及び
全従業員に周知徹底しています。 

(2) コンプライアンス規程に基づき、コーポレート推進本部がコンプライアンスに関する
事項を一元管理し、コンプライアンス体制の構築と推進及び管理を実践しています。 

(3) 法令違反その他コンプライアンスに関する事実についての社内報告体制として、「内
部通報・相談窓口」を設置し、未然防止に努めています。また、情報提供者に対して
は「内部通報制度規程」に基づき不利益な扱いを行わない等の保護をしています。 

(4) 代表取締役社長直属の内部監査室を設けて、コンプライアンスの遵守状況を含めた内
部監査を年間計画に基づいて計画的に実施しています。 

(5) 会社の重要な業務執行に関する事項は、月１回の定例取締役会及び臨時取締役会で決
定しています。また、取締役会は、取締役の業務執行状況を監督しています。 
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（6）監査役は、取締役会で必要に応じ意見を述べ、また、取締役の職務執行状況に対し
必要に応じて改善を助言しています。 

（7）反社会勢力とは一切の関係をもたず、介入等に対しては組織全体として断固とした
姿勢で対応していきます。 

 

2. 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 
（1）代表取締役社長は、取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理につき全社的に統

括する責任者に担当取締役を任命しています。 
（2）取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理は、文書管理規程により文書又は電磁

的媒体に記録し保存・管理しています。 
（3）取締役及び監査役は、常時、これらの文書等を閲覧することができます。 

 
3. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 
 想定されるリスク（多額の損失、不正や誤謬の発生）を未然に防止、若しくは最小限に
とどめることを念頭においたリスク・マネジメントの観点から、取締役会規程、稟議規程、
職務権限規程、業務管理規程等を制定しております。 
 また、取締役が善管注意義務を果たしていることを客観的に証明するために、取締役及
び使用人の職務執行の効率性確保を阻害することなく、リスク管理の各プロセスにおける
業務の文書化等の整備を進めていきます。 

 
4. 財務報告の適正性を確保するための体制 
 当社は、財務報告の信頼性と適正性を確保するため、金融商品取引法等の法令に準拠し、
財務報告に係る内部統制の有効性を評価、報告する体制を整備し運用します。 

 
5. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 
（1）取締役が効率的に職務を執行するために、職務分掌及び職務権限に関する規程に基

づき職務権限と担当業務を明確にしています。 
（2）毎月開催される取締役会で、業績・業務執行のレビューを行い経営目標の達成状況

及び課題等を把握することで、効率的な業務遂行を図っています。 
（3）経営目標に関する重要な意思決定、重大な影響を及ぼす事項は、意思決定の迅速

化・効率化を図るため、執行会議に十分協議・検討した上で取締役会に付議を行い
ます。 

 
6. 当社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するた

めの体制 
当社は、トランス・コスモス株式会社の子会社であり、その企業集団の一員として企業

グループ全体として、業務の適正を確保することが重要であるとの基本認識をコンプライ
アンスの基礎としております。 

親会社においては「子会社に対する不当な取引の要求等を防止するための体制」が構築
されており、当社としては特段の体制を必要としておりませんが、当社の取締役会規程、
稟議規程、職務権限規程、業務管理規程等の適正な運用を通じ、親会社との不当な取引は
必然的に排除される仕組みを構築しております。 

 
7. 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に

関する事項及びその使用人の取締役からの独立性に関する事項 
（1）現時点では、監査役の職務を補助する使用人は置いていませんが、監査役から要請

された場合には、監査役と協議して設置します。 
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（2）監査役の補助者を置いた場合には、取締役からの独立性を確保するため、人事考課
及び人事異動は監査役と協議して行います。 

 
8. 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、その他の監査役への報告に関する

体制 
（1）取締役及び使用人は監査役の要請に応じて、会社の事業状況及び内部統制システム

の整備・運用状況の報告を行います。 
（2）内部監査室が行った監査結果や「内部通報・相談窓口」の通報・相談状況について

報告を行います。 
（3）取締役及び使用人は、会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実、重大なコンプラ

イアンス違反及び不正行為の事実を知ったときには、速やかに監査役に報告を行い
ます。 

 

9. その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 
（1）取締役及び執行役員で構成される執行会議メンバーとの定期的な会合を持ち、意見

交換及び意思の疎通を図ります。 
（2）会計監査人と定例ミーティングを実施し、情報交換を行っています。 
（3）内部監査室と連携を図り、適切な意思疎通及び効果的な監査業務の遂行を図ります。 

 

 ◎ 本事業報告中の記載数値は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。 
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貸 借 対 照 表
(平成24年12月31日現在) 

(単位：千円) 
 

資  産  の  部 負債及び純資産の部 

科    目 金    額 科    目 金    額 
 

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金 

受 取 手 形 

売 掛 金 

商 品 

仕 掛 品 

貯 蔵 品 

前 払 費 用 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産

有形固定資産 

建 物 

器 具 備 品 

無形固定資産 

ソ フ ト ウ ェ ア 

電 話 加 入 権 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

長 期 貸 付 金 

差 入 保 証 金 

長 期 前 払 費 用 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

1,407,484

723,915

5,832

296,386

251

308,731

1,997

68,253

5,008

△ 2,892

109,286

(   28,223)

16,692

11,530

(    9,146)

7,239

1,907

(   71,916)

9,442

13

62,289

171

15,719

△ 15,719

流 動 負 債

買 掛 金

未 払 金

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

前 受 金

預 り 金

未 払 消 費 税 等

賞 与 引 当 金

受 注 損 失 引 当 金

そ の 他

固 定 負 債

長 期 未 払 金

繰 延 税 金 負 債

資 産 除 去 債 務

 
353,420

103,562 

37,452 

28,287 

7,129 

103,529 

27,785 

10,105 

15,217 

16,952 

3,398 

15,570

2,732 

2,361 

10,475 

負 債 合 計 368,990 

株 主 資 本

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

そ の 他 資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金 

そ の 他 利 益 剰 余 金

繰 越 利 益 剰 余 金

自 己 株 式 

評 価 ・ 換 算 差 額 等

その他有価証券評価差額金

 
1,147,592

600,000 

391,755 

391,755 

158,870 

158,870 

158,870 

△ 3,033 

188

188 

純 資 産 合 計 1,147,780 

資 産 合 計 1,516,771 負債及び純資産合計 1,516,771 

 
 ◎ 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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損 益 計 算 書

(平成24年 1月 1日から
平成24年12月31日まで)

 
(単位：千円) 

 
科          目 金          額 

売 上 高  2,112,458 

売 上 原 価  1,611,567 

売 上 総 利 益  500,891 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  440,003 

営 業 利 益  60,888 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 及 び 配 当 金 4,348  

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 2,635  

そ の 他 営 業 外 収 益 146 7,131 

経 常 利 益  68,019 

特 別 損 失   

リ ー ス 解 約 損 273  

固 定 資 産 除 却 損 0 273 

税 引 前 当 期 純 利 益  67,745 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 3,780  

法 人 税 等 調 整 額 △ 88 3,691 

当 期 純 利 益  64,054 
 
 ◎ 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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株主資本等変動計算書

(平成24年 1月 1日から
平成24年12月31日まで) 

 
(単位：千円) 

 

 

株  主  資  本 
評価・ 
換算 
差額等 

純資産 
合 計 

資本金 

資 本
剰余金

利 益
剰余金

自己株式
株主資本
合  計

その他 
有価証 
券評価 
差額金 

その他資本
剰余金

その他
利 益
剰余金
繰越利益
剰余金

平成24年１月１日 残高 600,000 391,755 94,816 △3,033 1,083,538 △89 1,083,448 

事業年度中の変動額    

当 期 純 利 益  64,054 64,054  64,054 

株主資本以外の項目の 
事業年度中の変動額（純額) 

 － 277 277 

事業年度中の変動額合計 － － 64,054 － 64,054 277 64,332 

平成24年12月31日 残高 600,000 391,755 158,870 △3,033 1,147,592 188 1,147,780 
 

 ◎ 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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個別注記表 
 
◎重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 1. 有価証券の評価基準及び評価方法 

    その他有価証券  

     時価のあるもの………………決算日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却

原価は、移動平均法に基づき算定) 

     時価のないもの………………移動平均法に基づく原価法 

 2. たな卸資産の評価基準及び評価方法 

    商品及び仕掛品…………………個別法に基づく原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法） 

    貯蔵品……………………………総平均法に基づく原価法 

 3. 固定資産の減価償却の方法 

    有形固定資産…………………平成19年3月31日以前に取得したもの  旧定率法 

（リース資産を除く）       平成19年4月 1日以降に取得したもの  定率法 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物 10～18年  器具備品 2～15年 

また、平成19年３月31日以前に取得したものについ

ては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５

年間で均等償却する方法によっております。 

    無形固定資産…………………市場販売目的のソフトウェア 

（リース資産を除く） 見込有効期間（３年）における見込販売数量に基づ

く償却額と販売可能な残存有効期間（３年以内）に基

づく均等配分額を比較し、いずれか大きい金額を計上

しております。 

自社利用のソフトウェア 

社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法 

    リース資産……………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース

資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算

定する定額法によっております。 

なお、リース取引開始日が平成20年12月31日以前の

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっております。 

 4. 外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

     外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損

益として処理しております。 
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 5. 引当金の計上基準  

    貸 倒 引 当 金…………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上しております。 

    賞 与 引 当 金…………………従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額の当期

負担額を計上しております。 

    受注損失引当金…………………受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度

において、将来の損失が見込まれ、かつ当該損失額を

合理的に見積もることができるものについて、翌事業

年度以降の損失見込額を計上しております。 

 6. 収益及び費用の計上基準  

    受注制作のソフトウェアに係…

る収益及び費用の計上基準 

当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が

認められる受注契約については工事進行基準（進捗率

の見積りは原価比例法）を、その他の受注契約につい

ては工事完成基準（検収基準）を適用しております。 

 7. 消費税等の会計処理方法…………消費税等の会計処理は税抜方式によっております。 

 

◎追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

当事業年度の期首以降に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12

月４日)を適用しております。 

 

◎貸借対照表に関する注記 

 1. 有形固定資産の減価償却累計額 98,614千円

 2. 関係会社に対する金銭債権又は金銭債務 

短期金銭債権 11,802千円 

短期金銭債務 4,430千円 

 3. 事業年度末満期手形の会計処理 

 期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。 

 なお、当事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が期末

残高に含まれております。 

受取手形 787千円 
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◎損益計算書に関する注記 

 1. 関係会社との営業取引による取引高の総額 

売上高 16,993千円 

売上原価 3,886千円 

販売費及び一般管理費 469千円 

 

◎株主資本等変動計算書に関する注記 

 1. 当事業年度の末日における発行済株式の総数 

普通株式 28,584株

 2. 当事業年度の末日における自己株式の数 

普通株式 30株
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◎税効果会計に関する注記 

  繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

  繰延税金資産 

賞与引当金 5,776千円 

未払事業税 1,271千円 

貸倒引当金 6,692千円 

仕掛品 6,049千円 

固定資産減損損失 2,544千円 

ソフトウェア 9,885千円 

繰越欠損金 54,047千円 

受注損失引当金 6,435千円 

資産除去債務 3,728千円 

その他 18,992千円 

繰延税金資産小計 115,422千円 

評価性引当額 115,422千円 

繰延税金資産合計 －千円 

  繰延税金負債 

資産除去債務に対応する除去費用 2,257千円 

その他有価証券評価差額金 104千円 

繰延税金負債計 2,361千円 

繰延税金負債の純額 2,361千円 

 

◎リースにより使用する固定資産に関する注記 

事務用機器の一部については、所有権移転外ファイナンス・リース契約により使用しており

ましたが、当事業年度末日において残高はありません。 

 

◎関連当事者との取引に関する注記 

兄弟会社等 
 

属性 
会社等の 
名  称 

議決権等の所有
(被 所 有) 割 合

(％) 

関連当事者
と の 関 係

取引の内容 
取引金額
(千円) 

科目 
期末残高 
(千円) 

親会社の
子会社 

ティーシー
アイ・ビジ
ネス・サー
ビス株式会
社 

－ 
余資運用

他 

資金の預け入れ
資金の払い戻し
利 息 の 受 取

（注1） 

2,250,000
2,250,000

4,053

― 
― 
― 
 

― 
― 
― 

 

（注）1. 資金の預け入れについては、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。 
2. 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておりません。 
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◎金融商品に関する注記 

1. 金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品に対する取組方針 

資金運用については、短期的な預金等に限定しており、余剰資金は安全性の高い金融資

産で運用しております。  

なお、デリバティブ取引は、行わない方針であります。  

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。 

当該リスクに関しては、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況

の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。  

投資有価証券である株式は、主に業務に関連する企業の株式であります。これらは市場

価格の変動リスク、投資先の信用リスクに晒されておりますが、定期的に時価や投資先企

業の財務諸表等を把握し、適正に評価の見直しを行うとともに、投資価値の回収に努めて

おります。  

営業債務である買掛金は、１年以内の支払期日であります。 

2. 金融商品の時価等に関する事項 

平成24年12月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表に

は含まれておりません。 

 
貸借対照表計上額

(千円) 時価(千円) 差額(千円) 

(1) 現 金 及 び 預 金 723,915 723,915 － 

(2) 受 取 手 形 5,832 5,832 － 

(3) 売 掛 金 296,386 296,386 － 

(4) 投 資 有 価 証 券 9,242 9,242 － 

資 産 計 1,035,378 1,035,378 － 

(1) 買 掛 金 103,562 103,562 － 

負 債 計 103,562 103,562 － 

（注１） 金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項 

 資 産 

     (1) 現金及び預金、(2) 受取手形、(3) 売掛金 

これらは、短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似してい

ることから、当該帳簿価額によっております。 



〆≠●0 
02_9384201302503.doc 
応用技術㈱様 事業報告書 13/03/01 16:40印刷 9/10 

 

― 20 ― 

(4) 投資有価証券 

             時価については、取引所の価格によっております。 

         負 債 

         (1) 買掛金 

短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、

当該帳簿価額によっております。 

（注２）非上場株式（貸借対照表計上額200千円）を投資有価証券として保有しておりますが、

これらは市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もることが極めて困難

と認められるため、金融商品の時価等に関する事項には含めておりません。 

 

◎１株当たり情報に関する注記 

 1. １株当たり純資産額 40,196円85銭

 2. １株当たり当期純利益 2,243円27銭
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事 業 年 度 毎年１月１日から12月31日まで 
 

定 時 株 主 総 会 毎年３月開催 
 

基 準 日 定時株主総会 毎年12月31日 
その他必要がある場合は、あらかじめ公告して
定める日 

 
【株式に関する住所変更等のお届けおよびご照会について】 
 証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出およ
びご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口
座を開設されていない株主様は、下記の電話照会先にご連絡ください。 

 
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 
三井住友信託銀行株式会社 

 
株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目５番33号 
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部 

 
（郵 便 物 送 付 先） 

 

〒168-0063 
東京都杉並区和泉二丁目８番４号 
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部 

 
（電 話 照 会 先）   0120-782-031

 
(※)平成25年１月より郵便物送付先・電話照会先が上記のとおり変更

となっております｡ 
 

(インターネット
ホームページURL) http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html 

 
【特別口座について】 
 株券電子化前に「ほふり｣（株式会社証券保管振替機構）を利用され
ていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀
行株式会社に口座（特別口座といいます｡）を開設いたしました。特別
口座についてのご照会および住所変更等のお届出は、上記の電話照会先
にお願いいたします。 

 
公 告 の 方 法 当社のホームページに掲載します。 

http://www.apptec.co.jp/ 
但し、事故その他やむを得ない事由によって電
子公告による公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載して行います。 

  
  

株主メモ 


